














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































I興亜賛美歌.I (昭和18年3jl)とI興亜少年讃美歌I (昭刷1 18年l l jl)
が作成された歴史を考えるとき， 『聖吾教科ilﾄ.!全五巻が廃刊に追い込




















(1) 11'il体の本義』 (1937)及び「臣民の道j (1941)を鍔雅とさせる文蹴が
次々出てくることに留意しなければならない。証(2)を参照。

















l I III約の人物1, 2「イエス伝｣, 3「パウロ伝|, 4 「碩言者とその数副l l 1, 5
｜イエスの数IJI|」
I 2 3 1 3
青|｣I学院（1 1 '） 280 250 25(）
i!j1 1 l学院（女) 200
ブエリス英卿l女学校 190 81） 6U 81） 50
普連土女学校 lO5 105 lOO I{)1）
弘liij女学校 28 81 4 72
北陸女'ｻ枝 130 10() 80 81)
北lf!女学校 88 135 105
適墳女学校 85 100 75 91) 70
典「･学院 85 99 75 73



























































































































l ,1年座 :1 ,300 3,500 2,800 2,0()0 1.910 14,540





1巻 2巻 3巻 l1巻 5巻
東北学院 150 150 80 70 100
明治学院 200 160 140 110 100
iliill女学|" 300 93 330 300 100
枇浜英細女学院 115 50 2()
型心女学院 15() 111 ｣10 76
恵泉女学院 7(｝ 55 75 52 56
尚綱女学院 180 150 120 71
〔?〕東学院 230 200 230 150 130
束洋英fll女学校 90 87 33 56 41
フエリス女学校 90 150 70 80 30
捜真女学校 110 90 90
北』{1女学校 .11 16 15 70
弘前女学校 35 15 10 5()
フレンド女学校 80 95 80 80
同志趾!l1学 225 224 220 227 160
ウイルミナ女学校 220 220 160 180
同志祉尚等女学部 230 180 150
プール向等女学校 I60 170 205 195 150
聖心女学院 50 80






f,) I東北学院時報1曲言一好1940(昭,；I| 15) .9.1(I東北学院| '{年史箇料糾」
415417")には11Wi'｝戦科FII」及び|聖苫科」課外化問題にIMI連して次の*k3
な記41が掲戦さオLている。なお［ 1の内容は華省の紬。
出村悌三郎｢宮城IIL当川jの基督教主義学校に対する要朗｣(! |rlil l 15年7j l 211
I 1)





























































(I IIifilll)年6ﾉｰl 17旧「この日より礼拝前に皇A!;遥椰を1]なう。 また従来の生
徒敬礼法を挙手の礼に改める｣〕･御真影奉戴の如きは御11の堆粁教二if農学校
に率先してとを蛾いて居る[1935(昭和10)年1(1 j]29 1 1 1"11'1影奉賊式｣}･従
来は紙宏幸に蜜li'iし奉りたる御真影は今回更に新に奉安殿を雌立ｺｰることに






















b) I~戦時下の寓城学院1 (2002年11月2日，宮城学院資料宗)は, IMilﾄ科｜
課外化問題に関連しこう述べている。
「'ｻ事視察



















に従い, 19.12年!l ノ1,奉安殿に御真影が納められた。 1941年3H,専攻科に
設樅されていた型詳科は廃止され，同年4月，聖苦の授業は課外科Hになっ
た」 （3頁)。


























































































1 Iには'三|独伊三国同盟が調印された。 1941年12月8LI , H本車はハワイ爽珠
瀦攻蝦を開始し、米英岡膵|に宣戦をｲli告した。 l｡聖書教科書」が出版中止に追
い込まれたのはこの翌年である。そしてプロテスタント各派の合同による1 1
本韮督教団創立総会が開かれたのが1941年6月2425口である。
「' 111戦争の始まった1937年に文部楢が出版した『陸|体の本義」は次のよう
に述べている。 「我が国は，天照大神の御子孫であらせられる天皇を中心とし
て成り立っており，我らの先祖及び我らは，その生命と流動の源を常に犬皇に
仰ぎ奉るのである。それ故に天里に奉仕し、犬皇の大御心を奉戴することは．
我等の畦史的生命を今に生かす所以であり． ここに国民のすべての道徳の根
源がある｡」｢我が君臣の関係は．決して蒋主と人民と相対立する如き浅き平lili
的関係ではなく，この対立を絶した根本より発し，その根本を失わないところ
の没我帰一の関係である。それは，佃人主巽的な考えﾉJを以ってしては決して
2()8－
韮憎数数青同照会編「聖苔教科~ilﾄ~｜の内容とその特宵 35
理解することの出来ないものである。我が'五iに於いては,薙国以来この大道が
lLlら発展しているのであって， その臣民に侭いて現れた最も根源的なものが
即ち忠の道である。Ⅱ実に忠は税が臣民の根本の道であり．我が'到民道徳ﾘ〕堆
本である｡」 ｜忠は, IIq民各自が常時その分を尽くし，忠実にその職務を励むこ
とによって実現せらる｡」 |我が|王I民生活の基本は，西洋の如く個人でもなけれ
ば夫婦でもない。それは家である｡」 「まことに忠孝一本は，我が国の排flfで
あって,国民道徳の喫諦である｡」｢大口本は神国なり。天祖はじめて基を開き，
11神ながく統を伝え紬う。税|玉|のみ此の事あり。異'l！]には其のたく｡いなし。此
の紋に神国と云うなり。 ｜
このような政沿・社会・教育の激変と天皇制神砧を念頭に置くとき, I蝿『{}
数科苫lの存在は決してILI明なものではなくなる。外的にはその誕生を促す璃
脚が全く見当たらないからである。それゆえその誕生を促した内側からのエ
ネルギーの内実と， その発露が国家による直揺的な弾圧の対象とならなかっ
た理由を問う必婆がある。基柊教教育|可盟会が結成されたのは1910(明沽43)
年であり， もし当初から数科沓編纂の要報があったとすｵしば,二十三年後によ
うやくそれは実現したことになる。外的条件は雌しさを増すばかりであり，理
論的にはこの間に新しい内的要因が生まれたと労えることもできるし， また
逆に疎外要因が取り除かれたと考えることもできる。 この辺の具体的事↑l'iは
これから歴史的に検証するしかないが， それに|ｰても所謂大正デモクラシー
の時代にもl聖書教科了111編纂の要望があったのだろうか。それともなかった
のだろうか。これも興味あるテーマである。いずれにせよこの十年間の緑験は
戦後の教科書編纂のエネルギーとなっており, l ilj街の詳細な比較検討もこれ
からの重要鞍課題である‘，
－209
